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百日咳の早期血清診断法

◼ 従来の百日咳血清診断は百日咳毒素(PT)に対するIgG抗体価を測定してい
たが、PTは百日せきワクチンの主要抗原でもあるため、ワクチン免疫と
感染を鑑別することができなかった。また、IgGを指標とするため感染
から約2週間経過していないと十分な上昇が認められないという課題が
あった。百日咳の検査診断法では遺伝子検査が普及しているが、国内で

は血清診断の需要も高く、ニーズにあった測定法が求められていた。
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◼ 研究の独自性・優位性

本開発研究では、百日咳菌感染者の血清では百日咳菌外膜タンパク質
Vag8に対する抗体が特異的に上昇することを見出した。百日せきワクチ
ンに含まれない抗原であるVag8に対するIgM抗体を指標とし、百日咳菌
感染の診断が早期に可能となる。

◼ 新規百日咳血清診断法

◼ 主要成果

百日咳菌感染者の百日咳菌の外膜タンパク質Vag8に対するIgM抗体価を
測定する新規血清診断法を開発した。本法はでPT IgGを指標とする従来
の血清診断法と比較して、高精度かつ早期（初診日から7日間以内）に
百日咳の血清診断が可能であることが示唆された。

参考文献：Otsuka N et al., 2016. Microbiol Immunol 60:326-33.
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◼背景・解決したい課題

【検査薬】：百日咳（百日咳菌）

◼ Anti-Vag8 IgM-capture ELISA法
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